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1－C－1  

qlより 2番目に近い地点をq2’とし、  
C（pl，p2）＋C（ql，q2’）＜C（pl，p2’）＋  
C（ql，q2）が真ならばq2＝q2’、偽なら  
ばp2＝p2’としてp2とq2を決定。  
（5）i瑚／2（整数除法の商）まで（3），（4）  
と同様に2本のルートのpiとqiを求め  
る。ただし、乃が偶数のときはpn／2＝  
qn／2となる。  

（6）p。を出発地点としたときの初期解  
は、pO－Pl－‥・－ pn／2－qn／2－．．．－ ql－po  

で求められる。   

3．適用例   
適用例として5地点（析5、⑨～④）  

の各地点間の距離が与えられたときの  

場合［2］について、提案した手順に従  
ってその初期解を求めてみる。各地点  

間の距離を表1に示す。  
衰1 5地点間の距離  

1．はじめに  

巡回セールスマン問題は、出発地点  

から各地点を、最小総距離でまわって、  
出発地点に戻るルートを求める問題で  

ある。長時間かけて最適解を求めるこ  

とも重要ではあるが、むしろ短時間で  

最適解に近い近似解を求める方が便利  

なことが多い。前回報告した重複訪問  
巡回セールスマン問題［1］でも同じこ  
とで、短時間で近似解が得られれば、  

訪問ルートの候補をたくさん作ること  

ができる。   

本報告では、巡回セールスマン問題  

の初期解を求める方法を提案する。こ  
の方法はNearest Neighbor法をもとに  
したもので、出発地点から2本のルー  
トを出し、途中で2本のルートが閉  じ

も
 
 

最
 
 
 

ないように、まだ訪問していない  
近い地点を結んで行く方法である。   

適用例とシミュレーションで根葉し  

た方法の評価を行った。  

⑨  ①  ②  ③  ④   

⑥   0．0 4．0 4．0 4．7 5．0   

①   4．0 0．0 1．2 2．5 1．7   

②   4．0 1．2 0．0 1．0 1．4   

③   4．7 2．5 1．0 0．0 2．0   

④   5．0 1．7 1．4 2．0 0．0   

棚方法   

巡回セールスマン問題で地点数  

i地点とj地点の距離C（i，j）が与  
れた場合、その初期解を求める手  

と
ら
を
 
 

抑
え
順
 
 まず、手順（1）により、各地点から  

拒離が近い順の地点を表2に示す。  
以下に示す。  

（1）各地点について、その地点からの  
距離が近い順の地点を求める。  
（2）出発地点poを決め、1本日のルー  
トとしてpoより1番近い地点をpl、2  
本目のルートとして2番目に近い地点  
をqlと決定する。  

（3）すでに訪問した地点を除き、1木  
目のルートではplより1番近い地点を  
仮にp2、2本日のルートではqlより1  
番近い地点を仮にq2とする。p2≠q2な  
らばp2とq2を決定。  
（4）pl＝q2ならばすでに訪問した地点  
を除きplより2番目に近い地点をp2’、  

2 各地点から近い順の地点  
1   2   3  4   

⑨   ①  ②  ③  ④   

①   ②  ④  ③  ⑥   

②   ③  ①  ④  ⑥   

③   ②  ④  ①  ⑥   

②  ①  ③  ⑥  

表2をもとにして、たとえば、出発  
地点を②とした場合の初期解を求めて  

みる。   
まず手順（2）により図1のよう2本  

のルートを作る。  
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票／②く 
図1手順（2）  図2 手順（3）  て総当りにより求めた最適解と比較し   

4．7／⑨p2’  〃  正解率  

5  998／1000  

② 

4’ 
図3 図。初期解  

手順（4）によればC（pl，p2）＋C（ql，q2’）  により方法の評価を行った。その結果  
＝6．0，C（p．，p2’）＋C（ql，q2）＝6．4と  以下の結論を得た。  
なり、p2＝④，q2＝⑥が決定し、図4  （1）提案した方法は短時間 
に示す初期解が得られる。しかし、こ   比較的近い初期解が得られることがわ  

の経路は最適解ではない。  かった。  

そこで⑨～④をそれぞれ出発地点と  （2）各地点の中で、最短経路の出発地  
した経路とその距離を表3に示す。  点を求める方法が見つかれば、もっと  

表3 各出発地点からの経路  効率的であろう。しかし、全部の地点  

出発地点  経路  距離  を出発地点として計算し、その中の最  
⑨ ⑥－①－④－③－②－⑨12．7   ．短経路を初期解としたはうが速いかも  
①  ①－②－⑨－③－④－① 13．6  しれない。  
② ②－③－④－⑨－①－②13．2  （3）”最も近い地点”を再検討すべきで  
③  ③－②－⑥－①－④こ③ 12．7  ある。ある地点aから最も近い地点がb  
④ ④－②－③－⑥－①－④12．8  であっても、b地点からa地点は必ずし  

’ 

4．・初期解を求める瑚魅  ［2］森，森戸，鈴木，山本：「オペレーシ  
提案した初期廃を求める方法を評価   ヨ，ンズリサーチI」朝倉書店▲、1993、pp  

するため、パソコンにより乱数を用い  142～148．  
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